
ハ
ガ
タ
屋
社
長
　
　
　
　
　
（
四
国
産
業
人
ク
ラ
ブ
所
属
）
喜
き
岡
お
か
　
達
た
つ
る
氏
に
聞
く

わ
ず
か
な
手
持
ち
資
金
で
独
立
独
自
路
線
で
存
在
感
３
次
元
抜
き
型

トップインタビュー

　
中
学
卒
業
後
、
手
袋
関
連
業
で
修
業
。

年
喜
岡
抜
型
鉄
工
を

歳
で
設
立
、

年
ハ
ガ
タ
屋
に
改
称
。

年
第
２
回
も
の
づ
く

り
日
本
大
賞
四
国
経
済
産
業
局
長
賞
受
賞
。

年
四
国
産
業
人
ク

ラ
ブ
入
会
。
趣
味
は
ゴ
ル
フ
。
香
川
県
出
身
、

歳
。

　
中
小
企
業
に
と
っ
て

独
自

路
線

は
存
在
感
を
示
す
た
め

に
も
大
き
な
ポ
イ
ン
ト
だ
。
ハ

ガ
タ
屋

香
川
県
東
か
が
わ

市
、
喜
岡
達
社
長
、
０
８
７
９

・
２
５
・
３
１
２
１

は
封
筒

づ
く
り
な
ど
に
使
う
３
次
元
の

抜
き
型
を
手
が
け
る
。
自
動
車

部
品
製
造
に
も
使
わ
れ
、
大
手

メ
ー
カ
ー
か
ら
の
引
き
合
い
も

あ
る
。
一
代
で
技
術
を
築
き
上

げ
た
喜
岡
達
社
長
に
創
業
か
ら

の
経
緯
な
ど
を
聞
い
た
。

高
松
支
局
長
・
林
武
志

◇

　
―

歳
で
修
業
に
出
ら
れ
て

い
ま
す
。

　
「
中
学
校
を
卒
業
後
、
叔
父

の
と
こ
ろ
で
手
袋
用
の
刃
型
を

つ
く
っ
て
で
っ
ち
奉
公
を
し

て
い
た
。
個
人
で
創
業
し
た
の

が
１
９
６
７

昭

月
。

歳
の
時
に
、
喜
岡
抜
型
鉄
工

を
白
鳥
町

現
在
の
東
か
が
わ

市

で
立
ち
上
げ
た
。
当
時

は
、

歳
ま
で
に
独
立
す
る
、

と
い
う
強
い
意
志
を
持
っ
て
い

た
」

　
―
そ
の
分
の
苦
労
も
多
か
っ

た
で
す
か
。

　
「
起
業
時
は
わ
ず
か
な
手
持

ち
資
金
を
持
っ
て
、
高
松
市
の

工
具
店
に
頼
み
込
ん
で
工
具
を

融
通
し
て
も
ら
っ
た
。
今
の
世

の
中
、

歳
で
、
身
一
つ
で
独

立
し
て
や
ろ
う
と
ギ
ラ
ギ
ラ

し
て
い
る
人
は
少
な
い
は
ず

だ
。
時
代
は
違
う
が
、
昔
の
方

が
野
心
家
が
多
か
っ
た
の
は
間

違
い
な
い
だ
ろ
う
」

　
―
自
動
車
部
品
向
け
に
３
次

元
抜
き
型
を
手
が
け
た
の
が
飛

躍
の
き
っ
か
け
で
す
。

　
「
封
筒
業
界
か
ら
の
受
注
が

軌
道
に
乗
っ
た

年
頃
、
立
体

的
な
抜
き
型
を
仕
上
げ
て
ほ
し

い
、
と
自
動
車
メ
ー
カ
ー
か
ら

問
い
合
わ
せ
が
あ
り
、
苦
労
し

た
が
完
成
さ
せ
る
こ
と
が
で
き

た
。
バ
ン
パ
ー
な
ど
の
プ
ラ
ス

チ
ッ
ク
成
形
品
で
使
わ
れ
て
い

る
」

　
―
炭
素
繊
維
強
化
プ
ラ
ス
チ

ッ
ク

Ｃ
Ｆ
Ｒ
Ｐ

や
ス
ー
パ

ー
繊
維
用
な
ど
の
抜
き
型
は
、

環
境
面
で
の
対
応
を
意
識
し
て

い
ま
す
。

　
「
自
動
車
も
電
気
自
動
車

Ｅ
Ｖ

に
代
表
さ
れ
る
よ
う

に
環
境
へ
の
対
応
が
加
速
す

る
。
車
体
の
徹
底
的
な
軽
量
化

の
た
め
に
Ｃ
Ｆ
Ｒ
Ｐ
の
採
用
が

自
動
車
業
界
で
一
層
進
む
だ
ろ

う
。
手
づ
く
り
の
抜
き
型
も
ス

ー
パ
ー
繊
維
に
つ
い
て
は
重
ね

た

枚
を
打
ち
抜
け
る
が
、
Ｃ

Ｆ
Ｒ
Ｐ
を
抜
け
る
の
は
１
回
。

難
し
い
が
、
今
後
の
開
発
課
題

に
な
る
」

　
―
も
の
づ
く
り
日
本
大
賞
や

元
気
な
中
小
３
０
０
社
な
ど
も

受
賞
し
ま
し
た
。

　
「
確
か
に
こ
れ
で
３
次
元
の

刃
物
が
世
間
に
認
め
ら
れ
た

が
、
あ
く
ま
で
通
過
点
。
ま
ず

平
面
の
Ｃ
Ｆ
Ｒ
Ｐ
の
板
が
抜
け

る
よ
う
に
な
ら
な
い
と
曲
線
状

の
板
は
打
ち
抜
け
な
い
。
こ
れ

が
で
き
た
時
が
技
術
的
な

完

結
だ
」

独創と融合企業理念に西部技研・隈扶三郎社長　�

第

回
経
営
者
賞
を
受
賞
し
ス
ピ
ー
チ
す
る
隈
社
長

と
智
恵
子
相
談
役

　
当
社
は
大
学
発
ベ
ン
チ
ャ
ー
の
は
し

り
で
、
１
９
６
５
年
に
九
州
大
学
工
学

部
の
研
究
室
に
勤
務
し
て
い
た
父
の
利

実
が
設
立
し
た
。
西
部
技
術
研
究
所
と

い
う
当
初
の
社
名
通
り
、
自

ら
開
発
し
た
技
術
を
世
間
に

問
う
こ
と
が
事
業
の
中
心
だ

っ
た
。
現
在
は
ハ
ニ
カ
ム
構

造
を
持
つ
ロ
ー
タ
ー
を
内
蔵

し
た
、
全
熱
交
換
器
や
除
湿

機
が
主
力
製
品
だ
。
海
外
生

産
や
輸
出
を
行
い
、
世
界
中

に
顧
客
を
持
つ
。

　
私
が
社
長
に
就
任
し
た
の

は

年
４
月
で
今
年
が

年

目
に
あ
た
る
。

年
に
父
が

病
に
倒
れ
、

年
に
亡
く
な

っ
た
後
は
、
母
の
智
恵
子

現
相
談
役

が
社
長
に
就

い
た
。
そ
の
後
、
三
男
の
私

に
た
す
き
が
渡
さ
れ
た
。

　
企
業
理
念
で
あ
る
「
独
創

と
融
合
」
は

年
に
定
め

た
。
父
は
「
独
創
」
に
こ
だ

わ
っ
た
が
、
私
を
含
め
経
営
陣
で
意
見

を
集
約
し
「
融
合
」
を
加
え
た
。
存
命

中
に
理
念
を
定
め
た
意
味
は
大
き
い
。

な
ぜ
な
ら
ば
創
業
者
が
掲
げ
た
理
念
だ

か
ら
だ
。
私
は
独
創
と
は
一
個
人
か
ら

で
は
な
く
、
普
通
の
人
た
ち
か
ら
生
ま

れ
て
く
る
と
考
え
る
。
そ
し
て
核
と
な

る
技
術
が
市
場
性
と
融
合
す
る
こ
と
で

受
け
入
れ
ら
れ
る
も
の
だ
。

　
だ
が
父
は
基
本
的
に

ワ
ン
マ
ン
社

長

。
自
分
が
や
り
た
い
こ
と
を
や
る

ス
タ
イ
ル
だ
っ
た
。
製
品
の
原
理
は
す

べ
て
父
が
開
発
し
た
も
の
が
基
礎
に
な

っ
て
い
る
。
主
力
の
ハ
ニ
カ
ム
全
熱
交

換
器
も
研
究
開
発
の
試
行
錯
誤
の
中
か

ら
生
ま
れ
た
も
の
。
現
代
の
最
大
の
課

題
と
い
わ
れ
る
、
経
済
成
長
、
エ
ネ
ル

ギ
ー
確
保
、
環
境
保
全
の
ト
リ
レ
ン
マ

三
つ
の
相
克

も
、
当
社
の
製
品
を

使
っ
て
も
ら
う
こ
と
で
克
服

で
き
る
と
信
じ
て
い
る
。
父

が
開
発
し
た
技
術
が
あ
る
こ

と
は
ラ
ッ
キ
ー
だ
。
感
謝
し

て
い
る
。

　
し
か
し
社
内
で
席
を
並
べ

る
機
会
は
な
か
っ
た
。
入
社

し
て
か
ら
は
、
厳
し
い
父
親

で
あ
り
社
長
。
反
発
心
も
あ

り
、
口
を
き
く
こ
と
は
少
な

か
っ
た
。

　
当
社
に
と
っ
て
は
、
母
の

存
在
も
大
き
い
。
父
は
技
術

中
心
で
財
務
面
な
ど
で
は
母

が
力
を
発
揮
し
て
い
た
。
私

が
入
社
後
に
父
と
衝
突
せ
ず

に
や
っ
て
来
ら
れ
た
の
は
、

母
が
緩
衝
材
に
な
っ
て
く
れ

た
お
か
げ
に
ほ
か
な
ら
な

い
。

　
ま
た
亡
く
な
っ
た
後
に
従
業
員
を
つ

な
ぎ
と
め
、
社
内
を
動
揺
さ
せ
ず
に
業

務
を
続
け
ら
れ
た
の
も
母
が
い
た
た
め

だ
。
父
と
と
も
に
創
業
者
と
言
っ
て
よ

い
存
在
だ
と
思
う
。

福
岡
県
古
賀
市

全
４
回

広
報
・
Ｐ
Ｒ
事
業
拡
充
東
京
ア
ネ
テ
ィ

仲
村
社
長
は
教
育

事
業
も
積
極
展
開

　「企業経営者のパートナーとして
広報・ＰＲをサポート」。アネティ
（東京都品川区、仲村明子社長、

）は「人材」「教育」
福祉 「医療」などの分野に特化し
た広報・ＰＲ業務を提供している。
　仲村社長は大手人材派遣会社での
広報担当などのキャリアを経て、
年に同社を設立。「インターネッ
トの普及により企業のＰＲや情報発
信のあり方が大きく変わった。それ
だけに企業にとって広報・ＰＲ機能
の重要性が増している」と市場ニー
ズの高まりを感じている。「人」の
人生の節目に関わる分野を対象にき
め細かいサービスを提供。さらに仏
壇・仏具や葬祭といった「エンディ
ングビジネス」業界にも拡大する。
　主な広報・ＰＲ業務のメニューは
企業ごとのニーズを基に用意。広報
に関する簡易なコンサルティングの

コースや、プレスリリースの作成・
配信を代行するコース、スポット案
件や部分サポートに対応するコース
のほか、顧客の長期視点を踏まえて
戦略的サポートを提供するトータル
サポートコースなどがある。
　また、教育・研修事業を積極的に
展開している。企業向け広報・ＰＲ
研修、リスクマネジメント研修に加
えて、ビジネスモラル研修も開始し
た。若手から中堅・管理職までを対
象にしたコンプライアンス教育プロ
グラムだ。「今後はメニューをさら
に増やして、全体に占める教育・研
修事業売り上げを４割ほどに倍増さ
せたい」と意欲をみせている。

嶋
田
会
長
が
就
任
年
目
東
東
京
マ
ネ
研

　東京産業人クラブ・東東京マネジ
メント研究会（略称 マネ研）の嶋
田貫一会長（写真、高橋木箱製作所
社長）が、 年度で会長就任 年
目を迎えた。 歳とは思えない若々
しさと行動力、そして人望を請われ
て長期にわたりマネ研の活動をけん
引してきた。自社の社長を兼務しな
がらの大役だが、この大きな節目で
大学との産学交流などを計画。マネ
研の魅力向上に強い意欲を示す。
　嶋田会長が現職に就任した 年
は、欧州単一通貨「ユーロ」の流通
が始まり、日本・韓国共催のサッカ
ー・ワールドカップが開かれた年。
「拉致」「ムネオハウス」「ベッカ
ム様」などが流行語となった。マネ
研は今年度が発足 年目であり、嶋
田会長はその過半を会のトップとし
て尽力したことになる。

　マネ研会
員は現在
人。東京・
下町の中堅
・中小企業
を中心に構
成し、クレ
ーンやプレ
ス機、ポン
プ、油・空

圧機器、バリ取り装置など多種多
様な企業が参加している。今年度
の活動は、従来の工場見学会やゼ
ミナール、ゴルフ大会などのほ
か、 年春に東京都葛飾区に新キ
ャンパスを開設する東京理科大学
や、城北産業人クラブとの交流も
計画している。
　「技術開発力を高めたり、企業
に刺激を与えるためにも、中小企
業が大学や他の異業種交流会に近
づいていくことは大事だ 嶋田会
長の活動意欲は全く衰えない

７－８月の予定
７　月

　

　◇５日（火）茨城産業人クラブ定
時総会・記念講演会「今後の成長戦
略」講師：経済産業省関東経済産業
局長　照井恵光氏（水戸市、水戸京
成ホテル）
　◇７日（木）長野産業人クラブ
「 年度定時総会」（長野市、ホ
テル国際 ）
　◇７日（木）埼玉産業人クラブ・
埼玉ビジネス研究会「じっくり訪問
シリーズ第 弾」（埼玉県所沢市、
マスダック）
　◇８日（金）山形産業人クラブ
「 年度定時総会・講演会」、講
演：「東日本大震災～モノづくり産
業の行方」柴田孝山形大学産学連携
教授（山形市、パレスグランデー
ル）
　◇ 日（木）群馬産業人クラブ
「 年度第 回定時総会」（前橋
市、前橋商工会議所）
　◇ 日（木）福島産業人クラブ
「 年度定時総会・記念講演会」
講師：柴田孝山形大学産学連携教授
（福島市、福島ビューホテル）
　◇ 日（木）大阪産業人クラブ女
性部会・中国四国産業人クラブ「京
都鴨川の納涼床交流会」（京都市中
京区、金茶寮）
　◇ 日（金）新潟産業人クラブ
「工場見学会」（新潟県阿賀野市、
ＴＨＫ新潟）
　◇ 日（金）首都圏産業人クラブ
「チャリティーゴルフ大会」（東京
都青梅市、東京バーディクラブ）
　◇ 日（金）埼玉産業人クラブ・
ＮＩＴＥＣ埼玉産学交流会「７月納
涼例会」（東京都港区、牡丹）
　◇ 日（金）東京産学交流会（サ
ザンクロス）・７月定例会「震災の
影響と製造業の下期景気見通し」講
師：日本総合研究所調査部　枩村秀
樹主任研究員（東京都大田区、三井
ガーデンホテル蒲田）
　◇ 日（金）― 日（土）中国四
国産業人クラブ「 年度第１回四
国別格 カ寺参拝」（徳島市）
　◇ 日（月）埼玉産業人クラブ・
川越商工会議所主催「埼玉県西部地

区ビジネス交流セミナー」（埼玉県
川越市・川越プリンスホテル）
　◇ 日（火）九州・山口産業人ク
ラブ「工場見学会」（福岡県大川
市、関家具ほか）
　◇ 日（火）大阪産業人クラブ
「ｗｅｂセミナー」講師：大日本印
刷Ｃ＆Ｉ事業部　道中隆久氏（大阪
市中央区、日刊工業新聞社大阪支社
階）
　◇ 日（水）― 日（日）埼玉産
業人クラブ「海外視察 ベトナム」
（伊藤鋳造鉄工所、アーネストの現
地工場視察など）
　◇ 日（水）― 日（木）名古屋
産業人クラブ・岐阜産業人クラブ
「 産業人カップゴルフ大会／前
夜祭・大会」（長野県木曽町、木曽
御岳カントリークラブ）
　◇ 日（金）いわき産業人クラブ
「 年度定時総会・記念講演会」
講師：柴田孝山形大学産学連携教授
（福島県いわき市、パレスいわや）
　

８　月
　

　◇２日（火）東京産業人クラブ女
性部会「８月例会」（東京都千代田
区、ＫＫＲホテル東京）
　◇２日（火）―３日（水）新潟産
業人クラブ「長岡大花火大会」（新
潟県長岡市）
　◇３日（水）埼玉産業人クラブ
「清水勇人さいたま市長を囲む懇親
会」（さいたま市浦和区、うらわ高
砂）
　◇５日（金）埼玉産業人クラブ・
ＮＩＴＥＣ埼玉産学交流会「産学連
携機関合同　産学連携セミナー　Ｉ
Ｎ　日本工業大学」（埼玉県宮代町
・日本工業大学）
　◇ 日（水）埼玉産業人クラブ
「分科会」（さいたま市浦和区、日
刊工業新聞社さいたま総局）
　◇ 日（日）中国四国産業人クラ
ブ「内子文楽鑑賞への誘い」（愛媛
県内子町、内子座）
　◇ 日（金）埼玉産業人クラブ
「ものづくり企業経営革新 川口
埼玉県川口市 川口商工会議所
　◇ 日（月）日本産業人クラブ連
合会「 年度定時総会」（東京都
千代田区、ホテルグランドパレス）
　◇ 日（月）名古屋産業人クラブ
「在名古屋各県事務所、学習会＆懇
親会」（名古屋市東区、日刊工業新
聞社名古屋支社）

新
入
会
員

「
今
す
ぐ
で
き
る
節
電
対
策
」
で
講
演
す
る
馬
場
氏

（ ） 　　 ２０１１年 平成２３年 ７月１日 金曜日 　　

　
新
潟
産
業
人
ク
ラ
ブ

　
▽
佐
藤
　
洋
氏
　
大
同
印

刷
社
長

新
潟
市

西
区
善
久

７
５
０
の

１
、
０
２

５
・
３
７
７
・
１
１
４
１
、

チ
ラ
シ
、ポ
ス
タ
ー
、カ
タ
ロ

グ
、パ
ン
フ
レ
ッ
ト
、ラ
ベ

ル
、シ
ー
ル
制
作
・
印
刷

　　
埼
玉
産
業
人
ク
ラ
ブ

　
▽
渡
辺
　
和
久
氏
　
ワ
ッ

ク
デ
ー
タ

サ
ー
ビ
ス

社
長

埼

玉
県
富
士

見
市
西
み

ず
ほ
台
２
の

の
８
、
０
４

９
・
２
５
１
・
７
７
７
７
、

繊
維
機
械
関
連
装
置
、
取
付

具
、
付
属
品
な
ど
の
製
造

　　
岐
阜
産
業
人
ク
ラ
ブ

　
▽
西
垣
　
功
一
氏
　
西
垣

ポ
ン
プ
製

造
社
長

岐
阜
県

笠
松
町
美

笠
通
３
の

の
１
、
０
５
８
・
３
８
８

・
３
５
３
１
、
ポ
ン
プ
製

造 　　
名
古
屋
産
業
人
ク
ラ
ブ

　
▽
永
津
　
弘
喜
氏
　
ア
イ

シ
ー
社
長

名
古
屋

市
名
東
区

平
和
が
丘

５
の

、

０
５
２
・
７
７
８
・
０
７
０

０
、
液
体
シ
ー
ル
、
表
面
処

理
製
品
の
販
売

モ
ノ
づ
く
り
や

人
材
育
成
を
強
化

四
国
産
業
人
ク
ラ
ブ

総
会
と
講
演
会
開
催

　
四
国
産
業
人
ク
ラ
ブ

西

山
彰
一
会
長

宇
治
電
化
学

工
業
社
長

は
６
月

日
、

高
松
市
の
リ
ー
ガ
ホ
テ
ル
ゼ

ス
ト
高
松
で
２
０
１
１
年
度

の
定
時
総
会
を
開
い
た
。
四

国
４
県
の
経
営
者
ら
で
組
織

す
る
四
国
産
業
人
ク
ラ
ブ

は
、

年

月
に
中
国
四
国

産
業
人
ク
ラ
ブ
か
ら
独
立
す

る
形
で
発
足
。
こ
の
日
は

年
度
の
会
計
報
告
や

年
度

の
事
業
計
画
案
な
ど
が
示
さ

れ
た
。

　
西
山
会
長
は
「
四
国
産
業

人
ク
ラ
ブ
に
と
っ
て
、
今
年

が
実
質
的
な
ス
タ
ー
ト
の

年
。
会
員
企
業
が
相
互
交
流

を
深
め
、
モ
ノ
づ
く
り
や
人

材
育
成
に
対
す
る
意
識
を
高

め
た
い
と
あ
い
さ
つ
し
た
。

　
総
会
後
、
加
藤
元
彦
四
国

経
済
産
業
局
長
が
「
四
国
経

済
の
役
割
と
挑
戦
」
を
テ
ー

マ
に
講
演
し
た

写
真

。

加
藤
局
長
は
「
四
国
に
は
グ

ロ
ー
バ
ル
な
ニ
ッ
チ
ト
ッ
プ

企
業
が
多
い
。
観
光
戦
略
で

も
四
国
ブ
ラ
ン
ド
が
確
立
さ

れ
て
い
る
」
と
述
べ
た
。
こ

の
ほ
か
、
東
日
本
大
震
災
の

四
国
経
済
へ
の
影
響
、
四
国

で
の
先
行
的
な
ビ
ジ
ネ
ス
事

例
な
ど
を
紹
介
し
た
。
会
員

ら
は
真
剣
に
耳
を
傾
け
て
い

た
。

　
懇
親
会
は
三

木
啓
司
産
業
技

術
総
合
研
究
所

四
国
セ
ン
タ
ー

所
長
に
よ
る
乾

杯
で
始
ま
り
、

和
や
か
な
雰
囲

気
の
中
で
情
報

交
換
す
る
な

ど
、
参
加
者
は

交
流
を
深
め

た
。

会
員
間
の
連
携
、

協
力
、よ
り
深
く

多
摩
産
業
人
ク
ラ
ブ

総
会
と
工
場
見
学
会

　
多
摩
産
業
人
ク
ラ
ブ

臼

井
努
会
長

京
西
テ
ク
ノ
ス

社
長

は
６
月

日
に
、
東

京
都
多
摩
市
の
京
西
テ
ク
ノ

ス
本
社
で
２
０
１
１
年
度
の

定
時
総
会

写
真
上

を
開

い
た
。
冒
頭
、
臼
井
会
長
は

「
東
日
本
大
震
災
で
外
部
環

境
は
激
変
し
た
が
、
モ
ノ
づ

く
り
関
連
企
業
が
集
ま
る
多

摩
産
業
人
ク
ラ
ブ
を
活
用

し
、
会
員
間
の
連
携
、
協

力
、
相
互
理
解
を
深
め
よ

う
」
と
あ
い
さ
つ
。

年
度

の
活
動
実
績
と
収
支
決
算
を

報
告
し
た
後
、

年
度
の
事

業
計
画
案
、
収
支
予
算
案
を

審
議
し
、
い
ず
れ
も
原
案
通

り
承
認
さ
れ
た
。

　
続
い
て
京
西
テ
ク
ノ
ス
の

工
場
見
学
会

写
真
下

で

は
、
医
療
機
器
や
電
子
機
器

の
修
理
や
検
査
、
検
証
の
現

場
を
視
察
し
た
。

「
コ
ン
ピ
ュ
ー
タ

ー
断
層
撮
影
装
置

Ｃ
Ｔ

に
使
わ
れ
る
Ｘ
線

管
球
は
、
直
っ
た
か
ど
う
か

を
実
機
で
検
証
す
る
」
な

ど
、
徹
底
し
た
検
査
、
検
証

体
制
に
会
員
は
し
き
り
に
感

心
し
て
い
た
。

節
電
対
策
で
セ
ミ

東
京
産
業
人
ク
ラ
ブ

・
東
京
産
学
交
流
会

　
東
京
産
業
人
ク
ラ
ブ
・
東

京
産
学
交
流
会

渡
辺
佳
英

会
長

大
崎
電
気
工
業
会

長

は
６
月

日
、
６
月
例

会
と
し
て
「
緊
急
節
電
セ
ミ

ナ
ー
」
を
東
京
都
大
田
区
の

三
井
ガ
ー
デ
ン
ホ
テ
ル
蒲
田

で
開
い
た
。
企
業
の
総
務
担

当
者
ら
約

人
が
参
加
。

「
今
す
ぐ
で
き
る
節
電
対

策
」
と
題
し
、
ホ
ン
ダ
Ｏ
Ｂ

で
省
エ
ネ
ア
ド
バ
イ
ザ
ー
の

馬
場
喬
氏
を
講
師
に
招
い

た
。

　
馬
場
氏
は

社
を
超
え
る

中
小
企
業
を
指
導
し
て
き
た

経
験
を
基
に
、
「
エ
ア
ブ
ロ

ー
の
空
気
は
無
料
と
錯
覚

し
、
過
剰
に
消
費
し
て
し
ま

い
が
ち
」
と
節
電
対
策
の
見

落
と
し
や
す
い
ポ
イ
ン
ト
を

指
摘
し
た
。
「
多
少
の
エ
ア

漏
れ
は
や
む
を
得
な
い
、
と

改
善
を
あ
き
ら
め
て
は
い
け

な
い
。
１
立
方

の
圧
縮
エ

ア
を
作
る
の
に
２
―
３
円
の

経
費
が
か
か
っ
て
い
る
。
特

に
自
動
ド
レ
ン
部
か
ら
エ
ア

漏
れ
を
起
こ
し
て
い
る
工
場

を
け
っ
こ
う
見
か
け
る
」

と
、
こ
の
機
会
に
配
管
設
備

の
点
検
を
徹
底
す
る
よ
う
求

め
た
。
さ
ら
に
漏
れ
を
見
つ

け
る
効
果
的
な
方
法
に
つ
い

て
「
工
場
が
休
み
の
日
に
エ

ア
コ
ン
プ
レ
ッ
サ
ー
だ
け
稼

働
さ
せ
て
み
る
と
、
シ
ュ
ー

シ
ュ
ー
音
が
す
る
の
で
分
か

る
」
と
述
べ
た
。

　
今
夏
、
最
大
使
用
電
力
の

％
抑
制
が
急
務
と
な
る

中
、
参
加
者
は
熱
心
に
聞
き

入
っ
て
い
た
。

チ
ャ
リ
テ
ィ
ー

親
睦
ゴ
ル
フ
大
会

前
田
氏
が
優
勝

埼
玉
産
業
人
ク
ラ
ブ

　
埼
玉
産
業
人
ク
ラ
ブ

増

田
文
治
会
長

マ
ス
ダ
ッ
ク

社
長

は
６
月

日
、
埼
玉

県
入
間
市
の
武
蔵
カ
ン
ト
リ

ー
ク
ラ
ブ
豊
岡
コ
ー
ス
で
チ

ャ
リ
テ
ィ
ー
親
睦
ゴ
ル
フ
大

会

写
真

を
開
い
た
。
会

員
ら

人
が
参
加
し
、
自
慢

の
腕
を
競
い
合
っ
た
。
結
果

は
、
ハ
ー
ベ
ス

さ
い
た
ま
市
浦

和
区

の
前
田
知

憲
社
長
が
ネ
ッ
ト

・
８
、
グ
ロ
ス

で
優
勝
。
前
田

社
長
は
「
競
技
同

伴
者
な
ど
好
条
件

の
下
、
良
い
ス
コ

ア
を
出
せ
た
」
と

満
足
そ
う
に
振
り

返
っ
た
。

　
雨
の
多
い
季
節

な
が
ら
、
当
日
の
天
気
は
爽

や
か
な
晴
れ
。
ス
タ
ー
ト

前
、
増
田
会
長
は
「
天
候
に

恵
ま
れ
て
良
か
っ
た
。
存
分

に
力
を
発
揮
し
ま
し
ょ
う
」

と
参
加
者
に
呼
び
か
け
た
。

　
２
位
に
フ
ロ
ロ
コ
ー
ト

埼
玉
県
川
越
市

の
諏
訪

部
喜
義
相
談
役
、
３
位
に
日

本
メ
タ
ル
ガ
ス
ケ
ッ
ト

埼

玉
県
熊
谷
市

の
植
田
耕
作

会
長
が
入
賞
。
１
位
の
前
田

社
長
に
は
、
ト
ロ
フ
ィ
ー
と

賞
状
に
加
え
自
転
車
と
セ
レ

ク
ト
ギ
フ
ト
カ
タ
ロ
グ
が
贈

呈
さ
れ
た
。

　
今
回
は
東
日
本
大
震
災
被

災
地
の
た
め
の
チ
ャ
リ
テ
ィ

ー
大
会
。
パ
ー
や
バ
ー
デ
ィ

ー
な
ど
１
ホ
ー
ル
の
成
績
ご

と
に
定
額
を
設
定
し
、
義
援

金
と
し
て
参
加
者
か
ら
募
っ

た
。
集
ま
っ
た
義
援
金
は
埼

玉
産
業
人
ク
ラ
ブ
の
特
設
口

座
を
通
じ
、
被
災
地
へ
送
ら

れ
る
。

南
魚
沼
市
雲
洞
庵

史
跡
見
学
会
実
施

新
潟
産
業
人
ク
ラ
ブ

　
新
潟
産
業
人
ク
ラ
ブ

佐

藤
十
九
一
会
長

ク
ボ
製
作

所
社
長

は
６
月

日
、
新

潟
県
魚
沼
地
方
の
史
跡
見
学

会
を
実
施
し
た
。
魚
沼
市
の

西
福
寺
開
山
堂
で
は
石
川
雲

蝶
の
美
し
い
彫
刻
に
目
を
見

張
っ
た
。
ま
た
、
南
魚
沼
市

の
雲
洞
庵

写
真

で
は
観

光
ガ
イ
ド
の
塩
原
進
氏
の
詳

し
い
説
明
を
聞
き
な
が
ら
大

河
ド
ラ
マ
「
天
地
人
」
に
登

場
す
る
直
江
兼
続
と
上
杉
景

勝
の
２
人
が
幼
少
期
に
学
ん

だ
部
屋
な
ど
を
見
学
。
１
３

０
０
年
の
古
刹
の
１
万
坪

３
万
３
０
０
０
平
方

の
境
内
で
ゆ
っ
く
り
と
歴
史

に
浸
っ
た
。
宝
物
殿
に
は
義

経
と
弁
慶
の
大
般
若
写
経
や

楠
木
正
成
の
遺
書
な
ど
書
状

が
多
く
あ
り
、
谷
地
田
茂
明

ヤ
チ
ダ
社
長
は
「
見
て
い
た

ら
時
空
の
つ
な
が
り
を
覚
え

た
」
と
感
想
を
も
ら
し
た
。

　
宿
泊
先
の
六
日
町
温
泉

「
龍
言
」
は
魚
沼
出
身
の
金

究
武
正
山
勝
電
子
工
業
社
長

の
紹
介
で
、
庄
屋
や
豪
農
の

館
を
移
築
し
た
建
物
で
温
泉

と
魚
沼
料
理
を
満
喫
し
た
。

「
震
災
後
せ
わ
し
く
動
き
、

ゆ
っ
た
り
で
き
た
久
々
の
至

福
の
時
だ
っ
た
」

渕
岡
茂

フ
チ
オ
カ
社
長

と
の
声
が

聞
か
れ
た
。

　
翌
日
の

日
は
魚
沼
市
の

越
後
ゴ
ル
フ
倶
楽
部
で
春
季

ゴ
ル
フ
コ
ン
ペ
を
行
い
、

人
が
参
加
し
て
熱
戦
を
繰
り

広
げ
た
。
優
勝
者
は
新
潟
工

科
大
学
産
学
交
流
会
の
井
田

増
夫
事
務
局
長

ネ
ッ
ト

・
６
、
グ
ロ
ス

で
、
新

潟
産
業
人
ク
ラ
ブ
ゴ
ル
フ
会

会
長
の
関
正
広
セ
キ
サ
ー
マ

ル
社
長
か
ら
表
彰
さ
れ
た
。

第

回
ゴ
ル
フ
大
会

大
木
さ
ん
初
優
勝

大
阪
産
業
人
ク
ラ

ブ
・
ゴ
ル
フ
部
会

　
大
阪
産
業
人
ク
ラ
ブ
・
ゴ

ル
フ
部
会

田
中
修
二
部
会

長

オ
ー
ジ
ッ
ク
会
長

は

６
月
９
日
、
高
知
県
香
南
市

の
土
佐
カ
ン
ト
リ
ー
ク
ラ
ブ

で
第

回
ゴ
ル
フ
大
会
を
開

催
し
た
。
優
勝
し
た
の
は
大

木
た
か
こ
さ
ん

写
真
右

で
、ス
コ
ア
は
グ
ロ
ス

、ネ

ッ
ト

。
大
木
さ
ん
は
「
長

年
大
阪
産
業
人
ク
ラ
ブ
に
参

加
し
て
い
る
け
ど
、
優
勝
で

き
て
う
れ
し
い
」
と
ト
ロ
フ

ィ
ー
を
抱
え
て
初
優
勝
の
感

激
の
ス
ピ
ー
チ
を
し
た
。

　
ま
た

回
記
念
大
会
で

回
か
ら

回
ま
で
の
優
勝
・

準
優
勝
者
で
競
う
グ
ラ
ン
ド

チ
ャ
ン
ピ
オ
ン
に
つ
い
て

は
、
Ｍ
Ｕ
Ｒ
Ａ
Ｔ
Ａ

大
阪

市
西
区

の
村
田
奈
々
子
社

長
が
グ
ロ
ス

、
ネ
ッ
ト

で
獲
得
し
た
。　

併
せ
て
開
い

た
交
流
会
で

は
、
地
元
の
四

国
産
業
人
ク
ラ

ブ
の
西
山
彰
一

会
長

宇
治
電

化
学
工
業
社

長

夫
妻
も
参

加
し
、
大
阪
か

ら
の
参
加
者

人
と
の
交
流
を

深
め
た
。


